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深めよう家族の絆 教頭 宮澤 忠明

家でお子さんは、どんな「手伝い」をしていますか・・・。

家族の絆には、「あいさつ」が何と言っても大切ですが、「手伝い」は、家族としての絆をよ

り深く築いてくれるものだと思います。家族として仕事を分担するだけでなく、手伝いを通し

てコミュニケーションも生まれます。また、継続することで、自立心や責任感も育てることが

できます。

保護者の皆さんは、子どものころどんな「手伝い」をされていたでしょうか。ちょっと思い

出してみてください・・・。風呂そうじ・玄関掃除・夕食づくりの手伝い・食器洗い・水やり

お使い・回覧板を届ける・家の仕事の手伝いなどいろいろなことをされていたのではないでし

ょうか。

私の小学校の頃の手伝いは、毎日の「風呂たき」でした。今のよ

うなスイッチを押せば給湯できる時代ではありません。夕方になる

と、新聞紙や段ボールで火をおこし、火が大きくなってきたら薪を

燃やしました。風呂が沸くまでの約１時間、本を読みながら風呂た

きをしたことを覚えています。時々、遊んでいて風呂たきが遅れ、

叱られたこともありましたが、風呂たきを通していろいろなことを

覚えたり、親とのコミュニケーションが広がったりしました。また、何と言っても家族の一員

として頑張っているという自覚や責任感も育ったような気がします。

話はちょっと変わりますが、「サルの子育て」は、母子関係がとても濃厚で、母親は子どもが

生まれてから２年間、肌身離さずわが子を抱いて育てるそうです。しかも、子どもが少しでも

泣くと、すぐに乳首をくわえさせて、頻繁に授乳するそうです。手伝いどころではありません。

サルは、その一生のほとんどを自分の親、きょうだい、子どもなどの、生まれ育った集団の中

で過ごすそうで、「家の外」に出る必要がないのです。つまり、サルは一生を「家のなか」で過

ごせば良いのです。

しかし、人間は、そういうわけには行きません。「かわいい子には、旅をさせろ」という言葉

もあります。親がすべて子どもにしてあげて、囲いの中から外に出さないのでは、子どもの成

長はありません。手伝いは、「家の中の旅」かもしれません。「やらせることがない」「あぶない」

「大人がやった方が、きれい」ではなく、お子さんと何ができるのか、じっくり話し合ってみ

てはいかがでしょうか？

だれもが、初めから上手にはできません。教えたり、聞いたりする中でコミュニケーション

が生まれます。そして、家族としての絆が深まっていくと思います。

何を子どもに手伝わせるのか、親としての「知恵の見せどころ」ではないでしょうか？
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文化祭！御来校ありがとうございました

「思い出いっぱい 友情深まる文化祭」のスローガンのもと、10月20日（土）文化祭が行わ

れました。午前の学習発表会に引き続き、午後はさくらっ子体験活動を行いました。天候にも

恵まれ、充実した活動を行うことができました。地域・保護者の皆様、御協力ありがとうござ

いました。

【今年も力作ばかり！】 【中央小フェアの御協力ありがとうございました】

【１年生のかわいい発表】 【全校合唱「あすという日が」】

【PTA会員や一般の方の作品展】 【いろいろなブースがあった体験活動】
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スポーツの秋 集大成！

11月１日(木)、延期になっていた校内マラソン大会

を実施しました。当日は、絶好のコンディションの中

で行うことができました。スポーツ委員会の運営によ

る開会式を行い、準備運動をした後、大勢のおうちの

方や地域の方がグラウンドや道路沿いで応援してくだ

さる中、５年生からスタートしました。

距離は、高学年が約2100ｍ、中学年が約1600ｍ、低

学年が約900ｍです。これまで、体育やマラソンパワ

ーアップタイム（２時間目後の休み時間）、課外体育

【６年 最後のマラソン大会】 で練習してきました。マラソンパワーアップタイムを

赤白(学級)対抗にしたことで、例年に比べ、意欲的に走る子どもたちが増えました。また、朝

夕や休日、学校や自宅付近で練習していた子どもたちもいました。

マラソン大会当日は、他学年の子どもたちの声援、大勢の皆様の応援で、練習の時のタイム

より伸びた子どもが多く、自己記録の更新、新記録もたくさん出ました。保護者の皆様、御声

援ありがとうございました。

人権教育、同和教育強調月間の取組

学校では様々な活動を通して、人権感覚や同和問題に対する知識・行動力を身に付け、自分

も相手も大切にすることができるように教育活動を行っています。11月の強調週間では、一人

一人の教育相談など下記の取組を行います。お子さんの様子で気になることがありましたら、

保護者の方はもちろん地域の皆様も、学校までお知らせください。

１ 教育相談 11月８日(木)～11月16日(金)※10月に行ったアンケートをもとに実施

２ 全校ＳＳＥ 11月22日（水）

※生活目標「友だち 大好き」を受けて、「共感」について学習します。

３ 全学級で同和教育関連授業を実施 ※いじめや差別について考えます。1年から４年生は、

ビデオの視聴をもとに学習を行います。

１年「みんないちばん」

２年「勇気のあるホタルととべないホタル」

３年「新ちゃんが泣いた」

４年「きいちゃん」

５年「新潟水俣病」についての学習

６年「渋染め一揆」についての学習

４ 研究授業の実施 11月13日（火）４年２組

５ 「深めよう絆県民の集い」への参加

（会場 長岡市 代表児童２名参加） 【11月６日 ６年生公開授業】

６ なかよし遊び 11月14日（水）

７ 社会同和教育市町村巡回研修 11月6日（火） 会場 新井中央小学校（６年生授業公開）

８ 「友だち大好き」に関連した掲示板による環境づくり。

９ 個別懇談 11月27日（火）～30日（金）
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PTA総務委員会より

文化祭バザー、中央小フェアへの御協力ありがとうございました！

売り上げ利益は、下記のようになりました。

食堂・売店 １０３，２７０ 円

ラウンジ関係 １６，５０９ 円

中央小フェア（不用品販売） ４０，５３０ 円

合 計 １６０，３０９ 円

※利益については、PTA バザー会計に入れられ、新井中央
小学校児童のために使用される予定です。３月の PTA 総
会でも説明いたします。

主な行事予定

いよいよ、今学期も残すところ一ヶ月となりました。朝晩の冷え込みも次第に厳し

くなってきています。お子様の体調管理をよろしくお願いいたします。また、暗くな

るのも１年で一番早い時期です。下校時には、交通安全等十分気を付けるよう指導を

行いますが、御家庭でも声がけをお願いいたします。

１１月１９日（月）～２２日（木）健康週間

２０日（火）水曜校時 ６年生租税教室

２１日（水）火曜校時 中学校区の研修のため13:15下校

２２日（木）にこにこあいさつ運動 全校SSE 就学時健康診断のため13:15下校

２７日（火）～３０日（金）個別懇談のため13:30下校

１２月 ５日（水）なかよし遊び

７日（金）地域子ども会（１時間目）

２１日（金）給食最終日 にこにこあいさつ運動

終業式 14:30下校

２３日（日）天皇誕生日

２４日（月）～１月７日（月）冬季休業

１月 ８日（火）第３学期始業式 集団下校

９日（水）給食開始

※学校便りで紹介できないことについては、「新井中央小ホームページ」でも紹介して

おります。是非御覧ください。


